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日本方言研究会の第 100回大会(2015年 5月 22日)において、「方言教材の開発と方言教室
 
【図 2】井上（2007）より 











































































対象に、3 名一組の団体戦によるかるた大会を開催した。参加児童は 13 名と小規模ではあ
ったが、引率してきた保護者も巻き込んで楽しい大会となった。2014 年度は、大学と連携
関係を結ぶ前橋市及び伊勢崎市を中心に広く子どもたちに呼びかけて方言かるた大会を開









































































































































































学地域志向教育研究支援制度 平成 27 年度地域志向教育研究費の支援を受けた活動
「ぐんま方言フェスティバルプロジェクト」の一つである。 
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